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(57) Abstract: A n imaging device, that performs effective do職 sampling when an imaging element comprising a color filter having
a non-Bayer array i s used. The imaging device (10) comprises: the imaging element 、14) including a plurality o f photoelectric con
version elements arrayed in first and second directions; a color filter having repeatedly arranged therein a basic array pattern includ -
ing a plurality o f identical array lines, being array lines including first and second filters in the second direction and having the same
arrays along the second direction, and at least one array line having a first and second filter array in the second direction that differs
fi m the identical array lines; and an image processing unit (20) that reads pixel signals in a plurality o f pixels, from the imaging ele -
ment (14) at a set cycle, generates fiOm the read pixel signals line image data for each identical array line inside the basic array pat
tern among the plurality o f pixels, pixel-adds pixels of the same color i n the generated line image data, and generates image data on
the basis of the pixel-added line image data.

(57) 要 約 ：
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ベィャ一配列以外の配列のカラ一フィルタを備えた撮像素子を用いた場合において、有効な間引き読
出しを行う。 撮像装置 （1 0 ) は、第 1 、第 2 の方向に配列された複数の光電変換素子を含む撮像素
子 （1 4 ) と、第 1 、第 2 のフィルタを第 2 の方向に含む配列ラインであって第 2 の方向に沿った配列
が同じである複数の同一配列ラインと、同一配列ラインとは第 2 の方向における第 1 、第 2 のフィルタ
の配列が異なる少な くとも 1 つの配列ラインと、を含む基本配列パターンが、繰 り返 し配置された力
ラ一フィルタと、撮像素子 （1 4 ) か ら、複数の画素における画素信号を設定された周期で読出 し、読
み出 した画素信号か ら、複数の画素の うち基本配列パターン内における同一配列ラインのライン画像
データを各々生成 し、生成 したライン画像データの同色画素同士を画素加算 し、画素加算 したライン画
像データに基づいて画像データを生成する画像処理部 （2 0 ) と、を備える。



明 細 書

発明の名称 ：

撮像装置、撮像装置の制御方法、及び制御プログラム

技術分野

[0001 ] 本発明は、撮像装置、撮像装置の制御方法、及び制御プログラムに係 り、

特に、カラー撮像素子を備えた撮像装置、撮像装置の制御方法、及び制御プ

ログラムに関する。

背景技術

[0002] カラ一撮像素子で広 く用いられている色配列である原色系べィャ一配列 （

例えば特許文献 1 ~ 3 参照）は、人間の目に敏感で、輝度信号を得るために

最も寄与する緑 （G ) 画素を市松状に、赤 （R ) 、青 （B ) を線順次に配置

している。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献1 ：特開 2 0 0 2 _ 1 3 5 7 9 3 号公報

特許文献2 ：特許第 3 9 6 0 9 6 5 号公報

特許文献3 ：特開 2 0 0 4 _ 2 6 6 3 6 9 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0004] しか しながら、従来のベィャ一配列を採用 したカラ一撮像素子では、例え

ば動画用の画像データを生成するために、垂直方向に間引き読み出しする場

合、例えば垂直方向に2 η ( η は自然数）ライン毎に 1 ライン分の画像デ一

タを読み出した場合 （垂直方向 1 / 2 η 間引き、偶数間引き）、G とR又は

G とΒ の 2 色 しか含まないライン画像データが読み出されることになり色再

現できない。このため、 （2 η + 1 ) ライン毎に 1 ライン分の画像データを

読み出す間引き読出し （垂直方向 1 / ( 2 η + ) 間引き、奇数間引き）が

一般的である。また、それ以外の間引き読出しを行う場合においても、色再



現を得るために、G とRを含む水平ラインとG とB を含む水平ラインを交互

に読み出す必要があり、読出し方が非常に制限される。

[0005] また、ベィャ一配列では、G信号は斜め方向で、 R、 B信号は水平、垂直

方向の高周波信号を生成する際の再現精度に問題があり、高周波信号に対し

色モヮレ （偽色）の発生を抑制できないという問題があるが、前述のような

間引き読み出しをした場合、元のベィャ一配列と同じカラ一配列となるため

、同じ問題が生じてしまう。

[0006] 本発明は上記問題点を解決するためになされたものであり、ベィャ一配列

以外の配列のカラ一フィルタを備えた撮像素子を用いた場合において、有効

な間引き読出しを行うことができる撮像装置、撮像装置の制御方法、及び制

御プログラムを提供することを目的とする。

課題を解決するための手段
[0007] 上記課題を解決するため、本発明の撮像装置は、予め定めた第 1の方向及

び第 1の方向と交差する第 2 の方向に配列された複数の光電変換素子を含む

撮像素子と、複数の光電変換素子からなる複数の画素上に設けられたカラ一

フィルタであって、輝度信号を得るために最も寄与する第 1の色に対応する

第 1のフィルタと第 1の色以外の2 色以上の第 2 の色の各々に対応する複数

の第 2 のフィルタとを第 2 の方向に少なくとも一つずつ含む配列ラインであ

つて第 2 の方向に沿つた配列が同じである複数の同一配列ラインと、同一配

列ラインとは第 2 の方向における第 1のフィルタ及び第 2 のフィルタの配列

が異なる少なくとも 1つの配列ラインと、を含む基本配列パターンが、繰り

返し配置されたカラ一フィルタと、撮像素子から、複数の画素における画素

信号を設定された周期で読出し、読み出した画素信号から、複数の画素のう

ち基本配列パターン内における同一配列ラインのライン画像データを各々生

成するライン画像データ生成手段と、生成した同一配列ラインのライン画像

データの同色画素同士を画素加算する画素加算手段と、画素加算したライン

画像データに基づいて画像データを生成する画像データ生成手段と、を備え

たことを特徴とする。



[0008] この発明によれば、 カラ一フィル タが基本配列パ ター ン内において同一配

列のラインを複数含み、生成 された同一配列のライン画像データの同色画素

同士を画素加算する画素加算処理 を実行するので、画像の S / N 比 を向上 さ

せることがで きる。

[0009] なお、 ライン画像データ生成手段 は、第 1 の方向に沿 った各 ライン上 にお

いて第 1 の色及び 2 色以上の第 2 の色の各 々が少な くとも一つ以上含 まれる

ように、第 1 の色及び 2 色以上の第 2 の色の各 々の配列が同一配列ラインと

は異なるライン画像データを生成するように してもよい。

[001 0] この発明によれば、画素加算後の画像 は、第 1 の方向に沿 った各 ライン上

において第 1 の色及び 2 色以上の第 2 の色の各 々が少な くとも一つ以上含 ま

れるので、画素加算後の画像が、第 1 の方向に沿 ったライン上 に第 1 の色の

みの画素が配置 される場合 と比較 して、画質を向上 させることがで きる。

[001 1] また、 ライン画像データ生成手段 は、第 1 の方向における位置が同一配列

ラインに挟 まれる位置のライン画像データを生成するように してもよい。

[001 2] この発明によれば、同一配列ラインのライン画像データを各 々生成 して画

素加算すると共 に、第 1 の方向において同一配列ラインに挟 まれる位置のラ

イン画像データを生成するので、画素加算 されたライン画像データの第 1 の

方向における重心位置は、同一配列ラインに挟 まれる位置のライン画像デ一

夕と同一 となる。 そ して、画素加算後の画像 は、第 1 の方向に沿 った各 ライ

ン上 において第 1 の色及び 2 色以上の第 2 の色の各 々が少な くとも一つ以上

含 まれるので、画素加算後の画像が、第 1 の方向に沿 ったライン上 に第 1 の

色のみの画素が配置 される場合 と比較 して、画質を向上 させることがで きる

[001 3] また、 ライン画像データ生成手段 は、第 1 の方向に最 も近い位置の同一配

列ラインのライン画像データを各 々生成するように してもよい。

[0014] この発明によれば、第 1 の方向に最 も近い位置の同一配列ラインのライン

画像データを各 々生成 して画素加算するので、良好な画質の画像が得 られる



[001 5] また、ライン画像データ生成手段は、撮像素子から複数の画素における画

素信号を読み出す設定された周期として、複数の画素のうち基本配列バタ一

ン内における同一配列ラインの画素信号を読み出 してライン画像データを生

成するようにしてもよい。

[001 6] また、第 1 のフィルタは、カラ一フィルタ内において、第 1 の方向と、第

2 の方向と、第 1 の方向及び第 2 の方向と交差する第 3 の方向と、の各ライ

ン内に 1 つ以上配置され、複数の第 2 のフィルタの各々は、基本配列パター

ン内において、第 1 の方向及び第 2 の方向の各ライン内に 1 つ以上配置され

た構成としてもよい。

[001 7] この発明によれば、輝度信号を得るために最も寄与する第 1 の色に対応す

る第 1 のフィルタを、カラ一フィルタ内において、第 1 の方向〜第 3 の方向

の各ライン内に配置するようにしたため、高周波領域での同時化処理の再現

精度を向上させることができる。また、第 1 の色以外の 2 色以上の第 2 の色

に対応する第 2 のフィルタについては、基本配列パターン内において、第 1

の方向及び第 2 の方向の各ライン内に 1 つ以上配置するようにしたため、色

モヮレ （偽色）の発生を低減 して高解像度化を図ることができる。

[001 8] また、カラ一フィルタは、第 1 のフィルタからなる 2 X 2 画素に対応する

正方配列を含むようにしてもよい。

[001 9] この発明によれば、 2 X 2 画素に対応する正方配列の 4 画素の各画素間の

画素値の差分値に基づいて輝度の相関方向が 4 方向のうちのいずれの方向に

あるかを、最小画素間隔で判別することができる。

[0020] また、第 1 の色は、緑 （G ) 色であり、第 2 の色は、赤 （R ) 色及び青 （

B ) である構成としてもよい。

[0021 ] また、カラ一フィルタは、赤 （R ) 、緑 （G ) 、青 （B ) の色に対応する

R フィルタ、 G フィルタ及び B フィルタを有 し、かつ、カラ一フィルタは、

3 X 3 画素に対応する第 1 の配列であって、中心と4 隅にG フィルタが配置

され、中心のG フィルタを挟んで上下に B フィルタが配置され、左右に R フ

ィルタが配列された第 1 の配列と、 3 X 3 画素に対応する第 2 の配列であつ



て、中心と4 隅にG フィルタが配置され、中心のG フィルタを挟んで上下に

R フィルタが配置され、左右にB フィルタが配列された第 2 の配列とが、交

互に第 1 の方向及び第 2 の方向に配列されて構成 してもよい。

[0022] この発明によれば、第 1 の配列又は第 2 の配列を中心に 5 X 5 画素 （モザ

イク画像の局所領域）を抽出した場合、 5 X 5 画素の4 隅に2 X 2 画素のG

画素が存在することになる。これらの 2 X 2 画素のG画素の画素値は、 4 方

向の相関方向の判別に使用することができる。

[0023] また、カラ一フィルタは、赤 （R ) 、緑 （G ) 、青 （B ) の色に対応する

R フィルタ、G フィルタ及び B フィルタを有 し、かつ、カラ一フィルタは、

3 X 3 画素に対応する第 1 の配列であって、中心にR フィルタが配置され、

4 隅にB フィルタが配置され、中心のR フィルタを挟んで上下左右にG フィ

ルタが配置された第 1 の配列と、 3 X 3 画素に対応する第 2 の配列であって

、中心にB フィルタが配置され、 4 隅にR フィルタが配置され、中心の B フ

ィルタを挟んで上下左右にG フィルタが配置された第 2 の配列とが、交互に

第 1 の方向及び第 2 の方向に配列されて構成 してもよい。

[0024] この発明によれば、第 1 の配列又は第 2 の配列を中心に 5 X 5 画素 （モザ

イク画像の局所領域）を抽出した場合、 5 X 5 画素の中心の画素 （R画素又

はB画素）を挟んで、水平及び垂直方向にそれぞれ隣接するG画素が存在す

ることになる。これらのG画素 （合計 8 画素）の画素値は、 4 方向の相関方

向の判別に使用することができる。

[0025] また、カラ一フィルタは、基本配列パターンの中心に対 して点対称である

構成としてもよい。

[0026] この発明によれば、後段の処理回路の回路規模を小さくすることが可能に

なる。

[0027] 本発明の撮像装置の制御方法は、予め定めた第 1 の方向及び第 1 の方向と

交差する第 2 の方向に配列された複数の光電変換素子を含む撮像素子と、複

数の光電変換素子からなる複数の画素上に設けられたカラ一フィルタであつ

て、輝度信号を得るために最も寄与する第 1 の色に対応する第 1 のフィルタ



と第 1 の色以外の 2 色以上の第 2 の色の各 々に対応する複数の第 2 の フィル

夕とを第 2 の方向に少な くとも一つずつ含む配列ラインであ って第 2 の方向

に沿 った配列が同 じである複数の同一配列ラインと、同一配列ラインとは第

2 の方向における第 1 の フィル タ及び第 2 の フィル タの配列が異なる少な く

とも 1 つの配列ラインと、 を含む基本配列パ ター ンが、繰 り返 し配置 された

カラ一フィル タと、 を備 えた撮像装置の制御方法であ って、撮像素子か ら、

複数の画素 における画素信号 を設定された周期で読出 し、読み出 した画素信

号か ら、複数の画素の うち基本配列パ ター ン内における同一配列ラインのラ

ィン画像データを各 々生成するライン画像データ生成手段 と、生成 した同一

配列ラインのライン画像データの同色画素同士を画素加算する画素加算手段

と、画素加算 したライン画像データに基づいて画像データを生成する画像デ

—タ生成手段 と、 を備 えた ことを特徴 とする。

本発明の制御 プログラムは、予め定めた第 1 の方向及び第 1 の方向 と交差

する第 2 の方向に配列された複数の光電変換素子を含む撮像素子 と、複数の

光電変換素子か らなる複数の画素上 に設 け られたカラ一フィル タであ って、

輝度信号 を得 るために最 も寄与する第 1 の色 に対応する第 1 の フィル タと第

の色以外の 2 色以上の第 2 の色の各 々に対応する複数の第 2 の フィル タと

を第 2 の方向に少な くとも一つずつ含む配列ラインであ って第 2 の方向に沿

つた配列が同 じである複数の同一配列ラインと、同一配列ラインとは第 2 の

方向における第 1 の フィル タ及び第 2 の フィル タの配列が異なる少な くとも

1 つの配列ラインと、 を含む基本配列パ ター ンが、繰 り返 し配置 されたカラ

—フィル タと、 を備 えた撮像装置 を制御するコンピュータに、撮像素子か ら

、複数の画素 における画素信号 を設定された周期で読出すステ ップと、読み

出 した画素信号か ら、複数の画素の うち基本配列パ ター ン内における同一配

列ラインのライン画像データを各 々生成するステ ップと、生成 した同一配列

ラインのライン画像データの同色画素同士を画素加算するステ ツプと、画素

加算 したライン画像データに基づいて画像データを生成するステ ップと、 を

含む処理 を実行 させることを特徴 とする。



[0029] 本発明の制御プログラムは、コンピュータに、予め定めた第 1 の方向及び

第 1 の方向と交差する第 2 の方向に配列された複数の光電変換素子と、複数

の光電変換素子からなる複数の画素上に設けられたカラ一フィルタであって

、輝度信号を得るために最も寄与する第 1 の色に対応する第 1 のフィルタと

第 1 の色以外の 2 色以上の第 2 の色の各々に対応する複数の第 2 のフィルタ

とを第 2 の方向に少なくとも一つずつ含む配列ラインであって第 2 の方向に

沿つた配列が同じである複数の同一配列ラインと、同一配列ラインとは第 2

の方向における第 1 のフィルタ及び第 2 のフィルタの配列が異なる少なくと

も 1 つの配列ラインと、を含む基本配列パターンが、繰り返 し配置された力

ラ一フィルタと、を備えた撮像素子から、複数の画素における画素信号を設

定された周期で読み出された画素信号から、複数の画素のうち基本配列バタ

—ン内における同一配列ラインのライン画像データを各々生成するステップ

と、生成 した同一配列ラインのライン画像データの同色画素同士を画素加算

するステップと、画素加算 したライン画像データに基づいて画像データを生

成するステップと、を含む処理を実行させることを特徴とする。

発明の効果

[0030] 本発明によれば、ベィャ一配列以外の配列のカラ一フィルタを備えた撮像

素子を用いた場合において、有効な間引き読出しを行うことができる、とい

う父刀果を有する。

図面の簡単な説明

[0031 ] [ 図1] 第 1実施形態に係る撮像装置の概略プロック図である。

[図2] 第 1実施形態に係るカラ一フィルタの構成図である。

[図3] 第 1実施形態に係るカラ一フィルタに含まれる基本配列パターンを示す

図である。

[図4] 第 1実施形態に係るカラ一フィルタに含まれる 6 X 6 画素の基本配列パ

ターンを 3 X 3 画素のA 配列とB 配列に分割 し、これらを水平及び垂直方向

に繰り返 し配置 してなるカラ一フィルタを示す図である。

[図5] 第 1実施形態に係るカラ一フィルタによるG画素の特徴的な配置を示す



図である。

[ 図6] 第 1 実施形態に係る画素加算処理について説明するための図である。

[ 図7]制御部で実行される処理を示すフローチヤ一 卜である。

[ 図8] 第 2 実施形態に係る画素加算処理について説明するための図である。

[ 図9] 第 3 実施形態に係る画素加算処理について説明するための図である。

[ 図 10] 第 4 実施形態に係るカラ一フィルタの構成図である。

[ 図 11] 第 4 実施形態に係るカラ一フィルタに含まれる基本配列パターンを示

す図である。

[ 図 12A] 第 4 実施形態に係るカラ一フィルタに含まれる 6 X 6 画素の基本配列

パターンを 3 X 3 画素の A 配列と B 配列に分割 し、 これ らを水平及び垂直方

向に繰 り返 し配置 してなるカラ一フィルタを示す図である。

[ 図 12B] 第 4 実施形態に係るカラ一フィルタによるG 画素の特徴的な配置を示

す図である。

[ 図 13] カラ一フィルタの変形例を示す図である。

[ 図 14 ] カラ一フィルタの変形例を示す図である。

[ 図 15] カラ一フィルタの変形例を示す図である。

発明を実施するための形態

[0032] 以下、図面を参照 して本発明の実施形態について説明する。

[0033] (第 1 実施形態）

[0034] 図 1 には、本実施形態に係る撮像装置 1 0 の概略プロック図を示 した。撮

像装置 1 0 は、光学系 1 2 、撮像素子 1 4 、撮像処理部 1 6 、画像処理部 2

0 、駆動部 2 2 、及び制御部 2 4 を含んで構成されている。

[0035] 光学系 1 2 は、例えば複数の光学 レンズから成るレンズ群、絞 り調整機構

、ズーム機構、及び自動焦点調節機構等を含んで構成されている。

[0036] 撮像素子 1 4 は、水平方向及び垂直方向に配列された複数の光電変換素子

を含む撮像素子、例えばC C D (Charge Coup Led Dev i ce) や C M 0 S (Comp Lem

entary Meta L Ox i de Sem i conductor) 等の撮像素子上にカラ一フィルタが酉己置

された構成の所謂単板式の撮像素子である。



[0037] 図 2 には、本実施形態に係るカラ一フィルタの一部を示 した。各画素上に

は、赤 （R ) 、緑 （G ) 、青 （B ) の 3 原色のカラ一フィルタのうちのいず

れかが配置される。

[0038] < カラ一フィルタ配列の特徴>

[0039] 第 1 実施形態のカラ一フィルタは、下記の特徴 （1 ) ~ (6) を有 している。

[0040] 〔特徴 （1 ) 〕

[0041 ] カラ一フィルタ配列は、赤 （R ) 、緑 （G ) 、青 （B ) の 3 原色のフィル

夕が、垂直方向及び水平方向に （N X M ) 画素 （N ， M ：3 以上の整数）の

予め定めたパターンで、かつ、緑 （G ) のフィルタと、赤 （R ) 及び青 （B

) の少な くとも一方の色のフィルタと、が垂直方向及び水平方向に各々配置

された基本配列パターンが、繰 り返 し配置されたものとなっている。

[0042] 本実施形態に係る図 2 に示すカラ一フィルタは、一例 として 6 X 6 画素 （

N = M = 6 ) に対応する正方配列パターンか らなる基本配列パターン P (太

枠で示 したパターン）を含み、 この基本配列パターン P が垂直方向 （第 1 の

方向）及び水平方向 （第 2 の方向）に繰 り返 し配置されている。即ち、 この

カラ一フィルタは、 R、 G、 B の各色のフィルタ （R フィルタ、 G フィルタ

、 B フィルタ）が所定の周期性をもって配列されている。

[0043] このように R フィルタ、 G フィルタ、 B フィルタが所定の周期性をもって

配列されているため、カラ一撮像素子か ら読み出される R、 G、 B 信号の同

時化処理 （デモザイク処理 ともいう。以下同 じ）等を行 う際に、繰 り返 しパ

ターンに したがって処理を行 うことができる。

[0044] 〔特徴 (2) 〕

[0045] 図 2 に示すカラ一フィルタ配列は、輝度信号を得るために最も寄与する色（

この実施形態では、 G の色）に対応するG フィルタが、カラ一フィルタ配列の

第 1 の方向である垂直方向、第 2 の方向である水平方向、及びカラ一フィル

タ面内において、第 1 の方向及び第 2 の方向と交差する第 3 の方向、すなわ

ち斜め （N E ， N W ) 方向 （第 3 の方向）の各ライン内に配置されている。

なお、 N E は斜め右上方向を意味 し、 NW は斜め右下方向を意味する。例え



ば、正方形の画素の配列の場合は、斜め右上及び斜め右下方向とは水平方向

に対 しそれぞれ 4 5 ° の方向となるが、長方形の画素の配列であれば、長方

形の対角線の方向であ り、長辺 短辺の長さに応 じてその角度は変わ りうる

[0046] 輝度系画素に対応するG フィルタが、カラ一フィルタ配列の垂直方向、水

平方向、及び斜め （N E ， N W ) 方向の各ライン内に配置されるため、高周

波 となる方向によらず高周波領域での同時化処理の再現精度を向上させるこ

とができる。

[0047] 〔特徴 (3) 〕

[0048] 図 2 に示すカラ一フィルタ配列は、上記 G の色以外の 2 色以上の他の色 （

この実施形態では、 R， B の色）に対応する R フィルタ、 B フィルタが、基

本配列パターン P 内においてカラ一フィルタ配列の垂直方向及び水平方向の

各ライン内に 1 つ以上配置されている。

[0049] R フィルタ、 B フィルタが、カラ一フィルタ配列の垂直方向及び水平方向

の各ライン内に配置されるため、色モヮレ （偽色）の発生を低減することが

できる。

[0050] これにより、偽色の発生を抑制するための光学 口一パスフィルタ一を光学

系の入射面か ら撮像面までの光路に配置 しないようにでき、又は光学 口一パ

スフィルタ一を適用する場合でも偽色の発生を防止するための高周波数成分

をカツ 卜する働 きの弱いものを適用することができ、解像度を損なわないよ

うにすることができる。

[0051 ] 〔特徴 (4) 〕

[0052] 図 3 は、図 2 に示 した基本配列パターン P を、 3 X 3 画素に4 分割 した状

態に関 して示 している。

[0053] 図 3 に示すように基本配列パターン P は、実線の枠で囲んだ 3 X 3 画素の

A 配列と、破線の枠で囲んだ 3 X 3 画素の B 配列とが、水平、垂直方向に交

互に並べ られた配列となっていると捉えることもできる。

[0054] A 配列及び B 配列は、それぞれ輝度系画素であるG フィルタが 4 隅 と中央



に配置され、両対角線上に配置されている。また、 A 配列は、中央のG フィ

ルタを挟んでR フィルタが水平方向に配列され、 B フィルタが垂直方向に配

列され、一方、 B配列は、中央のG フィルタを挟んで B フィルタが水平方向

に配列され、 R フィルタが垂直方向に配列されている。即ち、 A 配列とB配

列とは、 R フィルタとB フィルタとの位置関係が逆転 しているが、その他の

配置は同様になつている。

[0055] また、 A 配列とB配列の4 隅のG フィルタは、図4 に示すようにA 配列と

B配列とが水平、垂直方向に交互に配置されることにより、 2 X 2 画素に対

応する正方配列のG フィルタとなる。

[0056] すなわち、図 2 に示すカラ一フィルタ配列 （基本配列パターンP ) は、G

フィルタからなる2 X 2 画素に対応する正方配列を含んでいる。

[0057] いま、図 5 に示すように、撮像素子 1 4 から出力されるモザイク画像を、

A 配列を中心にして 5 X 5 画素の局所領域を抽出した場合、この局所領域内

の4 隅の 2 X 2 画素のG画素は、図 5 に示す配置になっている。

[0058] 図 5 に示すように、 2 X 2 画素のG画素の画素値を、左上から右下の順に

G 1、 G 2 、 G 3 、 G 4 とした場合、これらのG画素の画素値の垂直方向の

差分絶対値は （| G 1 _ G 3 | + | G 2 _ G 4 | ) / 2 、水平方向の差分絶

対値は （| G 1 _ G 2 | + | G 3 _ G 4 | ) / 2 、右上斜め方向の差分絶対

値は | G 2 —G 3 | 、左上斜め方向の差分絶対値は | G 1 —G 4 | となる。

[0059] これらの4 つの相関絶対値のうち最小となる差分絶対値をとる方向に相関

(相関方向）があると判別することができる。

[0060] いま、図4 又は図 5 に示すように中央に3 X 3 画素のA 配列が位置するよ

うに、モザイク画像から5 X 5 画素の局所領域を抽出した場合、 4 隅に 2 X

2 画素のG画素が配置されることになる。 したがって、上記局所領域内のA

配列の 3 X 3 画素を同時化処理の対象画素とした場合、 4 隅の各方向別の相

関絶対値の総和 （又は平均値）を求め、各方向別の相関絶対値の総和 （又は

平均値）のうち最小となる値をとる方向を、同時化処理の対象画素における

輝度の相関方向として判別する。判別された相関方向は、同時化処理等を行



う際に利用することができる。

[0061 ] 〔特徴 (5) 〕

[0062] 図 2 に示すカラ一フィルタ配列を構成する基本配列パターン P は、その基

本配列パターンの中心 （4 つのG フィルタの中心）に対 して点対称になって

いる。 また、図 3 に示すように、基本配列パターン内の A 配列及び B 配列も

、それぞれ中心のG フィルタに対 して点対称になっており、かつ上下左右が

対称 （線対称）になっている。

[0063] このような対称性により、後段の処理回路の回路規模を小さくした り、簡

略化 した りすることが可能になる。

[0064] 〔特徴 (6) 〕

[0065] 図 2 に示すカラ一フィルタ配列を構成する基本配列パターン P は、 G フィ

ルタ、 R フィルタ、 B フィルタを少な くとも一つずつ含む同一配列ラインを

複数含んでいる。例えば、図 6 に示すように、垂直方向に 1 ライン目と3 ラ

イン目、 4 ライン目と 6 ライン目は同一配列となっている。従 って、間引き

読み出 しする場合には、同一配列のライン画像データを読み出 して画素加算

することにより、画像の S / N 比を向上させることができる。

[0066] 撮像処理部 1 6 は、撮像素子 1 4 か ら出力された撮像信号に対 して増幅処

理ゃ相関二重サンプリング処理、 A / D 変換処理等の予め定めた処理を施 し

、画像データとして画像処理部 2 0 に出力する。

[0067] 画像処理部 2 0 は、撮像処理部 1 6 か ら出力された画像データに対 して所

謂同時化処理を施す。すなわち、全画素について、対応する色以外の色の画

像データを周囲の画素の画素データか ら補間 して、全画素の R，G , B の画

像データを生成する。そ して、生成 した R，G , B の画像データに対 して所

謂 Y C 変換処理を施 し、輝度デ一タ丫、色差データC r 、 C b を生成する。

そ して、 これ らの信号を撮影モ一 ドに応 じたサイズに リサイズする リサイズ

処理を行 う。

[0068] 駆動部 2 2 は、制御部 2 4 か らの指示に応 じて撮像素子 1 4 か らの撮像信

号の読み出 し駆動等を行 う。



[0069] 制御部 2 4 は、撮影モ一 ド等に応 じて駆動部 2 2 及び画像処理部 2 0 等を

統括制御する。詳細は後述するが、制御部 2 4 は、駆動部 2 2 に対 して、撮

影モー ドに応 じた読み出 し方法で撮像信号を読み出すように指示 した り、画

像処理部 2 0 に対 して、撮影モー ドに応 じた画像処理を行 うよう指示 した り

する。

[0070] 撮影モー ドによっては、撮像素子 1 4 か らの撮像信号を間引いて読み出す

必要があるため、制御部 2 4 は、指示された撮影モー ドに応 じた間引き方法

で間引いて撮像信号を読み出すように駆動部 2 2 に指示する。

[0071 ] 撮影モー ドとしては、静止画を撮影する静止画モー ドや、撮像 した画像を

間引いて比較的高解像度の H D (高精細）動画データを生成 して図示 しない

メモ リ一 力一 ド等の記録媒体に記録する H D動画モ一 ド、撮影 した画像を間

引いて比較的低解像度のスル 一動画 （ライプビュ一画像）を図示 しない表示

部に出力するスル ー動画モー ド （ライプビューモー ド）等の動画モー ドがあ

るが、撮影モ一 ドの種類はこれ らに限 られるものではない。

[0072] 次 に、本実施形態の作用として、制御部 2 4 で実行される処理について、

図 7 に示すフローチヤ一 卜を参照 して説明する。

[0073] なお、図 7 に示す処理は、撮影モー ドに応 じた撮影を実行するように指示

された場合に実行される。 また、以下では、垂直方向において予め定めた位

置のライ ン画像データを読み出す場合、すなわち、垂直方向における予め定

めた位置のライン以外のラインを間引いて （除いて）読み出す場合について

説明する。 また、 この場合のライン画像データとは、水平方向に沿 って並ぶ

画素の画素データの集合である。

[0074] まず、ステ ップ 1 0 0 では、撮影モー ドに応 じた間引き方法で画像データ

を読み出すように駆動部 2 2 に指示する。

[0075] 本実施形態では、撮像素子 1 4 か ら基本配列パター ン P 内における同一配

列ラインの ライン画像データを各々読み出すように駆動部 2 2 に指示する （

本実施形態では、駆動部 2 2 及び制御部 2 4 が、 ライ ン画像データ生成手段

に対応する）。具体的には、図 6 に示すように、基本配列パター ン P 内にお



いて 1 ライン目と3 ライン目、 4 ライン目と 6 ライン目を読み出すように駆

動部 2 2 に指示する。 これにより、基本配列パターン P 内において 1 ライン

目と3 ライン目、 4 ライン目と 6 ライン目のライン画像データが各々読み出

される。

[0076] ステ ップ 1 0 2 では、読み出された同一配列のライン画像データの同色画

素同士を画素加算する画素加算処理を実行すると共に、画素加算処理後の画

像データに対 して、撮影モー ドに応 じた画像処理 （例えば同時化処理 （デモ

ザイク処理）、 Y C 変換処理、 リサイズ処理等）を実行するよう画像処理部

2 0 に指示する （本実施形態では、画像処理部 2 0 及び制御部 2 4 が、画像

加算手段及び画像データ生成手段に対応する）。

[0077] これにより、図 6 に示すように、 1 ライン目と3 ライン目のライン画像デ

—夕の同色画素同士が画素加算され、 4 ライン目と 6 ライン目のライン画像

データの同色画素同士が画素加算される。

[0078] なお、制御部 2 4 及び画像処理部 2 0 は、 C P U、 R O M、 R A M、不揮

発性 R O M等を含むコンピュータで構成することができる。 この場合、上記

の処理の処理 プログラムを例えば予め不揮発性 R 0 M に記憶 しておき、 これ

をC P U が読み込んで実行することができる。

[0079] このように、本実施形態では、カラ一フィルタが基本配列パターン口内に

おいて同一配列のラインを複数含み、読み出された同一配列のライン画像デ

—夕の同色画素同士を画素加算する画素加算処理を実行するので、画像の S

/ N 比を向上させることができる。

[0080] なお、基本配列パターン P 内に垂直方向における同一配列ラインが 3 ライ

ン以上存在する場合には、垂直方向に最も近い位置の同一配列ラインのライ

ン画像データを各々読み出すことが好ま しい。 これにより、良好な画質の画

像が得 られる。

[0081 ] また、本実施形態では、同一配列のライン画像データの同色同士の画素値

を単純に加算する場合について説明 したが、 これに限 らず、重み付け加算す

るように してもよい。



[0082] (第 2 実施形態）

[0083] 次に、本発明の第 2 実施形態について説明する。本実施形態では、垂直方

向に沿った各ライン上においてR、G、 Bの各色が少なくとも一つ以上含ま

れるように、画素加算する同一配列ラインとは配列の異なるライン画像デ一

タを読み出すように撮像素子 1 4 を駆動する場合について説明する。

[0084] 本実施形態では、制御部 2 4 は、図 7 のステップ 1 0 0 において、基本配

列パターンP内における同一配列ラインのライン画像データを各々読み出す

と共に、読み出し後の画像が、垂直方向に沿った各ライン上においてR、G

、 Bの各色が少なくとも一つ以上含まれるように、前記同一配列ラインとは

配列の異なるライン画像データを読み出すように駆動部 2 2 に指示する。

[0085] 具体的には、図8 に示すように、同一配列ラインとして 1 ライン目と3 ラ

イン目、同一配列ラインと配列の異なるラインとして 5 ライン目と8 ライン

目、同一配列ラインとして 1 0 ライン目と 1 2 ライン目、 のライン画

像データを読み出すように駆動部 2 に指示する。

[0086] そして、ステップ 1 0 2 では、読み出された同一配列のライン画像データ

の同色画素同士を画素加算する画素加算処理を実行するように画像処理部 2

0 に指示する。これにより、 1 ライン目と3 ライン目、 1 0 ライン目と 1 2

ライン目が各々画素加算され、画素加算後の画像は、 1 ライン目と3 ライン

目を画素加算 したライン、 5 ライン目、 8 ライン目、 1 0 イン目と 1 2 ライ

ン目を画素加算 したライン、 の順に配置される。

[0087] これにより、図8 に示すように、画素加算後の画像は、垂直方向に沿った

各ライン上においてR、G、 Bの各色が少なくとも一つ以上含まれる。この

ため、図6 に示すように、画素加算後の画像が、垂直方向に沿ったライン上

にGのみの画素が配置される場合と比較 して、画質を向上させることができ

る。

[0088] (第 3 実施形態）

[0089] 次に、本発明の第 3 実施形態について説明する。本実施形態では、垂直方

向における位置が同一配列ラインに挟まれる位置のライン画像データを読み



出すように撮像素子 1 4 を駆動する場合について説明する。

[0090] 本実施形態では、制御部 2 4 は、図 7 のステ ップ 1 0 0 において、基本配

列パターン P 内における同一配列ラインのライン画像データを各々読み出す

と共に、垂直方向における位置が同一配列ラインに挟 まれる位置のライン画

像データを読み出すように駆動部 2 に指示する。

[0091 ] 具体的には、図 9 に示すように、基本配列パターン P 内における同一配列

ラインとして 1 ライン目と3 ライン目、 1 ライン目と3 ライン目との間に挟

まれた 2 ライン目、 4 ライン目と 6 ライン目、 4 ライン目と 6 ライン目との

間に挟 まれた 5 ライン目のライン画像デ一タを読み出すように駆動部 2 2 に

指示する。

[0092] そ して、ステ ップ 1 0 2 では、読み出された同一配列のライン画像データ

の同色画素同士を画素加算する画素加算処理を実行するように画像処理部 2

0 に指示する。 これにより、 1 ライン目と3 ライン目、 4 ライン目と 6 ライ

ン目が各々画素加算され、画素加算後の画像は、 1 ライン目と3 ライン目を

画素加算 したライン、 2 ライン目、 4 ライン目と 6 ライン目を画素加算 した

ライン、 5 ライン目の順に配置される。

[0093] このように、同一配列ラインのライン画像データを各々読み出 して画素加

算すると共に、垂直方向において同一配列ラインに挟 まれる位置のライン画

像データを読み出すので、画素加算されたライン画像データの垂直方向にお

ける重心位置は、同一配列ラインに挟 まれる位置のライン画像データと同一

となる。そ して、図 8 に示すように、画素加算後の画像は、垂直方向に沿 つ

た各ライン上において R、 G、 B の各色が少な くとも一つ以上含まれる。 こ

のため、図 6 に示すように、画素加算後の画像が、垂直方向に沿 ったライン

上にG のみの画素が配置される場合 と比較 して、同時化処理 （デモザイク処

理）の精度を向上させることができ、画質を向上させることができる。

[0094] (第 4 実施形態）

[0095] 次 に、本発明の第 2 実施形態について説明する。本実施形態では、カラ一

フィルタの変形例について説明する。



[0096] 図 1 0 には本実施形態に係るカラ一フィルタを示 した。同図に示すように

、本実施形態に係るカラ一フィルタは、 6 X 6 画素に対応する正方配列バタ

— ンからなる基本配列パター ン P (太枠で示 したパター ン）を含み、この基

本配列パター ン P が水平方向及び垂直方向に繰 り返 し配置されている。即ち

、このカラ一フィルタ配列は、 R、 G、 B の各色のフィルタ （R フィルタ、

G フィルタ、 B フィルタ）が所定の周期性をもって配列されている。

[0097] また、図 1 0 に示すカラ一フィルタ配列は、G フィルタが、カラ一フィル

タ配列の垂直方向及び水平方向の各ライン内に配置されている。

[0098] また、図 1 0 に示すカラ一フィルタ配列は、 R フィルタ、 B フィルタが、

基本配列パターンP 内においてカラ一フィルタ配列の垂直方向及び水平方向

の各ライン内に 1 つ以上配置されている。

[0099] 図 1 1 は、図 1 0 に示 した基本配列パター ン P を、 3 X 3 画素に4 分割 し

た状態に関 して示 している。

[01 00] 図 1 1 に示すように基本配列パターンP は、実線の枠で囲んだ 3 X 3 画素

のA 配列と、破線の枠で囲んだ 3 X 3 画素の B配列とが、水平、垂直方向に

交互に並べられた配列となっていると捉えることもできる。

[01 0 1 ] A 配列は、中心にR フィルタが配置され、 4 隅にB フィルタが配置され、

中心のR フィルタを挟んで上下左右にG フィルタが配置されている。一方、

B配列は、中心にB フィルタが配置され、 4 隅にR フィルタが配置され、中

心の B フィルタを挟んで上下左右にG フィルタが配置されている。これらの

A 配列とB配列とは、 R フィルタとB フィルタとの位置関係が逆転 している

が、その他の配置は同様になつている。

[01 02] 図 1 2 A に示すように、第 1実施形態のカラ一フィルタは、上記A 配列と

B配列とが、水平及び垂直方向に交互に配置されていると捉えることもでき

る。

[01 03] いま、図 1 2 A に示すように、撮像素子 1 4 から出力されるモザイク画像

を、 A 配列を中心にして 5 X 5 画素の局所領域 （太枠で示 した領域）を抽出

した場合、この局所領域内の 8 個のG画素は、図 1 2 B に示すように十字形



状 に配置 される。 これ らの G 画素 を左か ら右の順 にG 1 、 G 2 、 G 3 、 G 4

と し、上か ら下の順 にG 5 、 G 6 、 G 7 、 G 8 とすると、画素 G 1 G 2 、画

素 G 2 G 3 が水平方向に隣接 し、画素 G 5 G 6 、画素 G 7 G 8 が垂直方向に

隣接 し、画素 G 6 G 3 、画素 G 2 G 7 が左上斜め方向に隣接 し、画素 G 6 G

2 、画素 G 3 G 7 が右上斜め方向に隣接 している。

[01 04] 従 って、 これ らの隣接する画素の画素値の差分絶対値 を求めることによ り

、水平、垂直、及び斜め （N E ， N W ) 方向の各方向の うち、輝度の変化が

最 も小さい方向 （相関の高い相関方向）を、最小画素間隔で判別することが

で きる。

[01 05] 即 ち、水平方向の差分絶対値の和は | G 1 _ G 2 | + | G 3 - G 4 | 、水

平方向の差分絶対値の和は | G 5 _ G 6 | + | G 7 _ G 8 | 、右上斜め方向

の差分絶対値の和は | G 6 _ G 2 | + | G 3 _ G 7 | 、左上斜め方向の差分

絶対値の和は I G 6 —G 3 | + | G 2 G 7 | となる。

[01 06] これ らの 4 つの相関絶対値の うち最小 となる差分絶対値 をとる方向に相関

(相 関方向）があると判別することがで きる。 尚、判別 された相関方向は、

同時化処理等 を行 う際に利用することがで きる。

[01 07] また、図 1 0 に示すカラ一フィル タを構成する基本配列パ ター ン P は、 そ

の基本配列パ ター ン P の中心 に対 して点対称 にな っている。

[01 08] 図 1 1 に示 したように、基本配列パ ター ン内の A 配列及び B 配列は、 それ

ぞれ中心の R フィル タ、又はG フィル タに対 して点対称 にな ってお り、かつ

上下左右が対称 （線対称）にな っている。

[01 09] また、図 1 0 に示すカラ一フィル タ配列を構成する基本配列パ ター ン P は

、 G フィル タ、 R フィル タ、 B フィル タを少な くとも一つずつ含む同一配列

ラインを複数含んでいる。例 えば、図 1 0 に示すように、垂直方向に 1 ライ

ン目と 3 ライン目、 4 ライン目と 6 ライン目は同一配列 とな っている。従 つ

て、間引 き読み出 しする場合 には、同一配列のライン画像データを読み出 し

て画素加算することによ り、画像の S / N 比 を向上 させることがで きる。

[01 10] このように本実施形態 に係 るカラ一フィル タは、第 1 実施形態 に係 るカラ



—フィル タの特徴 （1 ) 、 （3) ~ (6) と同 じ特徴 を有 している。

[01 11] なお、 カラ一フィル タは、上記各実施形態で説明 したものに限 られるもの

ではな く、以下のようなカラ一フィル タ配列の撮像素子を有する撮像装置 に

も、本発明は適用で きる。

[01 12 ] 例 えば、上記特徴 （1 ) 、 （2)、 （3)、 （6) を有するカラ一フィル タ配列 と して

、図 1 3 に示すように、基本配列パ ター ン P が 5 X 5 画素のカラ一フィル タ

配列がある。 このカラ一フィル タ配列は、 5 X 5 画素のなかの 2 つの対角線

上 に G が配置 され、残 りの画素位置 に R 、 B 画素が 5 X 5 画素のなかの水平

、及び垂直方向の各 ライン内に 1 つ以上配置 されるように配置 され、 G の数

が R ， B の数 よ り多 くなるように設定された基本配列パ ター ンが繰 り返 され

たものである。 その他 にも、図 1 4 に示すように基本配列パ ター ン P が 7 X

7 画素のカラ一フィル タ配列等がある。

[01 13 ] これ らのカラ一フィル タは、特徴 （6) を有 しているので、同一配列のライン

画像データを読み出 して同色画素同士を画素加算することによ り、画像の S

/ N 比 を向上 させることがで きる。

[01 14] なお、同時化処理や動画撮影時の間引 き処理等の画像処理の容易さを考慮

すると、 N 、 M は 1 0 以下であることが好 ま しい。

[01 15 ] また、上記実施形態では、 R G B の 3 原色のカラ一フィル タを有するカラ

—撮像素子について説明 したが、本発明は、 これに限 らず、 R G B の 3 原色

+ 他 の色 （例 えば、エメラル ド （E ) ) の 4 色のカラ一フィル タ、例 えば図

5 に示すようなカラ一フィル タにも適用で きる。 また、他の色 と して白色

または透明 （W) フィル タを有するカラ一フィル タにも本発明を適用で きる

。例 えば図 1 5 のエメラル ドに代 えてW フィル タを配置 しても良い。 この場

合、W とG の組み合わせ、又はW が輝度信号 に最 も寄与する第 1 の色 となる

[01 16 ] また、本発明は、原色 R G B の補色である C ( シアン）、 M ( マゼ ンタ）

、 Y ( イエ ロ一）に、 G を加えた 4 色の補色系のカラ一フィル タを有する力

ラ一撮像素子にも適用で きる。



[01 17 ] また、上記各実施形態では、垂直方向に予め定めた周期で、水平方向に沿

つたライン画像データを読み出す場合 について説明 したが、水平方向に予め

定めた周期で、垂直方向に沿 ったライン画像データを読み出す場合 にも本発

明を適用可能である。

[01 18 ] また、本実施形態では、撮像素子 1 4 か ら基本配列パ ター ン P 内における

同一配列ラインのライン画像データを各 々読み出 してライン画像データを生

成 し、 これ らを画素加算する場合 について説明 したが、全 ライン分の画素の

画素信号 を読み出 して、基本配列パ ター ン P 内における同一配列ラインのラ

ィン画像データを選択的に使 って （その他のラインのライン画像データを使

わず又は記憶せず）、 これ らを画素加算するように しても良い。 また、全 ラ

ィン分の画素の画素信号 を読み出 して R A M 等のメモ リに一時記憶 し、基本

配列パ ター ン P 内における同一配列ラインのライン画像デ一タを選択的に使

つて画素加算するように しても良い （この形態の場合、撮像処理部 1 6 又は

画像処理部 2 0 がライン画像データ生成手段 に対応する）。

[01 19 ] また、本実施形態では、撮像素子 1 4 か ら基本配列パ ター ン P 内における

同一配列ラインのライン画像データを各 々読み出 してライン画像データを生

成 し、 これ らを画素加算する場合 について説明 したが、画素加算は撮像素子

4 内で行 うように しても良い。特 に、撮像素子 1 4 において読み出 した直

後 に画素加算 （画素混合）を行 うことで動画の処理時間をよ り短縮すること

が可能である （この形態の場合、撮像素子 1 4 及び駆動部 2 2 がライン画像

データ生成手段及び画素加算手段 に対応する）。

[01 20] 更に、本発明は上述 した実施形態 に限定されず、本発明の精神 を逸脱 しな

い範囲で種 々の変形が可能であることは言 うまでもない。

符号の説明

[01 2 1 ] 0 撮像装置

光学系

撮像素子

6 撮像処理部



2 0 画像処理部

2 駆動部

2 4 制御部

P 基本配列パ ター ン



請求の範囲

[ 請求項 1] 予め定めた第 1 の方向及び前記第 1 の方向 と交差する第 2 の方向に

配列された複数の光電変換素子を含む撮像素子 と、

前記複数の光電変換素子か らなる複数の画素上 に設 け られたカラー

フィル タであ って、輝度信号 を得 るために最 も寄与する第 1 の色 に対

応する第 1 の フィル タと前記第 1 の色以外の 2 色以上の第 2 の色の各

々に対応する複数の第 2 の フィル タとを前記第 2 の方向に少な くとも

—つずつ含む配列ラインであ って前記第 2 の方向に沿 った配列が同 じ

である複数の同一配列ラインと、前記同一配列ラインとは前記第 2 の

方向における前記第 1 の フィル タ及び前記第 2 の フィル タの配列が異

なる少な くとも 1 つの配列ラインと、 を含む基本配列パ ター ンが、繰

り返 し配置 されたカラ一フィル タと、

前記撮像素子か ら、前記複数の画素 における画素信号 を設定された

周期で読出 し、前記読み出 した画素信号か ら、前記複数の画素の うち

前記基本配列パ ター ン内における前記同一配列ライ ンの ライ ン画像デ

—タを各 々生成するライン画像データ生成手段 と、

生成 した前記同一配列ライ ンの ライン画像データの同色画素同士を

画素加算する画素加算手段 と、

画素加算 した前記 ライン画像データに基づいて画像データを生成す

る画像データ生成手段 と、

を備 えた撮像装置。

[ 請求項2] 前記 ライン画像データ生成手段 は、前記第 1 の方向に沿 った各 ライ

ン上 において前記第 1 の色及び前記 2 色以上の第 2 の色の各 々が少な

くとも一 つ以上含 まれるように、前記第 1 の色及び前記 2 色以上の第

2 の色の各 々の配列が前記同一配列ラインとは異なるライン画像デ一

タを生成する

請求項 1 記載の撮像装置。

[ 請求項3] 前記 ライン画像データ生成手段 は、前記第 1 の方向における位置が



前記同一配列ラインに挟 まれる位置のライン画像データを生成する

請求項 1 又 は請求項 2 記載の撮像装置。

[ 請求項4] 前記 ライン画像データ生成手段 は、前記第 1 の方向に最 も近い位置

の同一配列ラインのライン画像データを各 々生成する

請求項 1 〜請求項 3 の何れか 1 項 に記載の撮像装置。

[ 請求項 5] 前記 ライン画像データ生成手段 は、前記撮像素子か ら前記複数の画

素 における画素信号 を読み出す前記設定された周期 と して、前記複数

の画素の うち前記基本配列パ タ一 ン内における前記同一配列ラインの

前記画素信号 を読み出 して前記 ライン画像データを生成する

請求項 1 〜請求項 4 の何れか 1 項 に記載の撮像装置。

[ 請求項 6] 前記第 1 の フィル タは、前記 カラ一フィル タ内において、前記第 1

の方向 と、前記第 2 の方向 と、前記第 1 の方向及び前記第 2 の方向 と

交差する第 3 の方向 と、の各 ライン内に 1 つ以上配置 され、

複数の前記第 2 の フィル タの各 々は、前記基本配列パ ター ン内にお

いて、前記第 1 の方向及び前記第 2 の方向の各 ライン内に 1 つ以上配

置 された

請求項 1 〜請求項 5 の何れか 1 項 に記載の撮像装置。

[ 請求項7] 前記 カラ一フィル タは、前記第 1 の フィル タか らなる 2 X 2 画素 に

対応する正方配列を含む

請求項 1 〜請求項 6 の何れか 1 項 に記載の撮像装置。

[ 請求項8] 前記第 1 の色は、緑 （G ) 色であ り、前記第 2 の色は、赤 （R ) 色

及び青 （B ) である

請求項 1 〜請求項 7 の何れか 1 項 に記載の撮像装置。

[ 請求項 9] 前記 カラ一フィル タは、赤 （R ) 、緑 （G ) 、青 （B ) の色 に対応

する R フィル タ、 G フィル タ及び B フィル タを有 し、かつ、

前記 カラ一フィル タは、 3 X 3 画素 に対応する第 1 の配列であ って

、 中心 と4 隅 にG フィル タが配置 され、 中心の G フィル タを挟んで上

下に B フィル タが配置 され、左右 に R フィル タが配列された第 1 の配



列 と、 3 X 3 画素 に対応する第 2 の配列であ って、 中心 と4 隅 にG

フィル タが配置 され、 中心の G フィル タを挟んで上下に R フィル タが

配置 され、左右 に B フィル タが配列された第 2 の配列 とが、交互 に前

記第 1 の方向及び前記第 2 の方向に配列されて構成 されている

請求項 8 記載の撮像装置。

[ 請求項 10] 前記 カラ一フィル タは、赤 （R ) 、緑 （G ) 、青 （B ) の色 に対応

する R フィル タ、 G フィル タ及び B フィル タを有 し、かつ、

前記 カラ一フィル タは、 3 X 3 画素 に対応する第 1 の配列であ って

、 中心 に R フィル タが配置 され、 4 隅 に B フィル タが配置 され、 中心

の R フィル タを挟んで上下左右 にG フィル タが配置 された第 1 の配列

と、 3 X 3 画素 に対応する第 2 の配列であ って、 中心 に B フィル タが

配置 され、 4 隅 に R フィル タが配置 され、 中心の B フィル タを挟んで

上下左右 にG フィル タが配置 された第 2 の配列 とが、交互 に前記第 1

の方向及び前記第 2 の方向に配列されて構成 されている

請求項 8 記載の撮像装置。

[ 請求項 11] 前記 カラ一フィル タは、前記基本配列パ ター ンの中心 に対 して点対

称である

請求項 1 ~ 1 0 の何れか 1 項 に記載の撮像装置。

[ 請求項 12] 予め定めた第 1 の方向及び前記第 1 の方向 と交差する第 2 の方向に

配列された複数の光電変換素子を含む撮像素子 と、

前記複数の光電変換素子か らなる複数の画素上 に設 け られたカラー

フィル タであ って、輝度信号 を得 るために最 も寄与する第 1 の色 に対

応する第 1 の フィル タと前記第 1 の色以外の 2 色以上の第 2 の色の各

々に対応する複数の第 2 の フィル タとを前記第 2 の方向に少な くとも

—つずつ含む配列ラインであ って前記第 2 の方向に沿 った配列が同 じ

である複数の同一配列ラインと、前記同一配列ラインとは前記第 2 の

方向における前記第 1 の フィル タ及び前記第 2 の フィル タの配列が異

なる少な くとも 1 つの配列ラインと、 を含む基本配列パ ター ンが、繰



り返 し配置 されたカラ一フィル タと、

を備 えた撮像装置の制御方法であ つて、

前記撮像素子か ら、前記複数の画素 における画素信号 を設定された

周期で読出 し、前記読み出 した画素信号か ら、前記複数の画素の うち

前記基本配列パ ター ン内における前記同一配列ライ ンの ライ ン画像デ

—タを各 々生成するライン画像データ生成手段 と、

生成 した前記同一配列ライ ンの ライン画像データの同色画素同士を

画素加算する画素加算手段 と、

画素加算 した前記 ライン画像データに基づいて画像データを生成す

る画像データ生成手段 と、

を備 えた撮像装置の制御方法。

[ 請求項 13] 予め定めた第 1 の方向及び前記第 1 の方向 と交差する第 2 の方向に

配列された複数の光電変換素子を含む撮像素子 と、

前記複数の光電変換素子か らなる複数の画素上 に設 け られたカラー

フィル タであ って、輝度信号 を得 るために最 も寄与する第 1 の色 に対

応する第 1 の フィル タと前記第 1 の色以外の 2 色以上の第 2 の色の各

々に対応する複数の第 2 の フィル タとを前記第 2 の方向に少な くとも

—つずつ含む配列ラインであ って前記第 2 の方向に沿 った配列が同 じ

である複数の同一配列ラインと、前記同一配列ラインとは前記第 2 の

方向における前記第 1 の フィル タ及び前記第 2 の フィル タの配列が異

なる少な くとも 1 つの配列ラインと、 を含む基本配列パ ター ンが、繰

り返 し配置 されたカラ一フィル タと、

を備 えた撮像装置 を制御するコンピュータに、

前記撮像素子か ら、前記複数の画素 における画素信号 を設定された

周期で読出すステ ップと、

前記読み出 した画素信号か ら、前記複数の画素の うち前記基本配列

パ ター ン内における前記同一配列ラインのライン画像データを各 々生

成するステ ツプと、



生成 した前記同一配列ラインのライン画像データの同色画素同士を

画素加算するステ ツプと、

画素加算 した前記 ライン画像データに基づいて画像データを生成す

るステ ツプと、

を含む処理 を実行 させるための制御 プログラム。

[ 請求項 14 ] コンピュータに、

予め定めた第 1 の方向及び前記第 1 の方向 と交差する第 2 の方向に

配列された複数の光電変換素子 と、前記複数の光電変換素子か らなる

複数の画素上 に設 け られたカラ一フィル タであ って、輝度信号 を得 る

ために最 も寄与する第 1 の色 に対応する第 1 の フィル タと前記第 1 の

色以外の 2 色以上の第 2 の色の各 々に対応する複数の第 2 の フィル タ

とを前記第 2 の方向に少な くとも一つずつ含む配列ラインであ って前

記第 2 の方向に沿 った配列が同 じである複数の同一配列ラインと、前

記同一配列ラインとは前記第 2 の方向における前記第 1 の フィル タ及

び前記第 2 の フィル タの配列が異なる少な くとも 1 つの配列ラインと

、 を含む基本配列パ ター ンが、繰 り返 し配置 されたカラ一フィル タと

、 を備 えた撮像素子か ら、前記複数の画素 における画素信号 を設定さ

れた周期で読み出された画素信号か ら、前記複数の画素の うち前記基

本配列パ ター ン内における前記同一配列ラインのライン画像データを

各 々生成するステ ップと、

生成 した前記同一配列ラインのライン画像データの同色画素同士を

画素加算するステ ツプと、

画素加算 した前記 ライン画像データに基づいて画像データを生成す

るステ ツプと、

を含む処理 を実行 させるための制御 プログラム。
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